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○「住民が元気になる交流観光づくり」

　緑豊かな森林や奥多摩湖など豊富な水環境が豊かな

町には、その自然環境を求めて年間２１２万人を超え

る観光客が訪れていると推計されております。アフ

ターコロナにおいて、外国人を含めた観光客は増加し

ており、観光地として、しっかりとした受入れ態勢を

整えてまいります。

　また、森林セラピー専用ロード「香りの道　登計ト

レイル」の再整備を含め、町の特色を活かした事業の

推進を図ってまいります。

　

○「奥多摩ならではの地域産業の推進」

　引き続き、野村不動産ホールディングス株式会社が

設立した「森をつなぐ合同会社」と連携し、健全な森

林の育成や地域材を活用するなど、持続可能な森林経

営の実現に向け、取組を進めるとともに、森林環境譲

第４章「みんなの力がつながる観光・産業づくり」

与税及び令和６年度から始まる森林環境税の積極的な

活用を図ってまいります。

　また、この４月には、内水面漁業の振興などに携わ

る、地域おこし協力隊員１名の採用を予定しており、

現隊員２名と連携し、地域資源を活用した取組が新た

な付加価値を生み出し、新たな「６次産業化」へ繋が

るよう、引き続き、支援をしてまいります。

○「観光・産業づくりを推進する力の強化」

　奥多摩観光協会やおくたま地域振興財団、ＪＲ東日

本八王子支社等と連携しての各種イベントやＰＲ事業

の実施など、魅力あふれる奥多摩町の観光や特産物等

の情報を提供し、観光客の誘致につなげてまいります。

　また、ＪＲ東日本と株式会社さとゆめの共同出資会

社「沿線まるごと株式会社」では、沿線全体をホテル

に見立てる地域活性化プロジェクト「沿線まるごとホ

テル」の中核となる宿泊施設のブランド名を「Ｓａｔ

ｏｌｏｇｕｅ（さとローグ）」とし、そのブランド名

のもと、古里地区において、この４月以降、レストラ

ン棟とサウナ等を開業し、令和６年度中には、客室棟

を開業することを決定いたしました。この開業を機に、

「青梅線沿線をまるごと楽しめるホテル」の世界観を

構築し、新たな滞在型観光、マイクロツーリズムの創

出へ向け、引き続き、連携を図ってまいります。

○「官民協働による定住対策とまちづくり」

　過疎化による少子高齢化対策や地域コミュニティの

維持へつなげるため、空家の活用や子育て応援住宅の

建設を実施し、町内への定住、移住が図られるよう定

住対策事業を推進してまいります。

　事業の実施にあたっては、地権者や空家所有者をは

じめ、地域の皆様のご理解、ご協力が不可欠でありま

す。今後も、皆様方のご理解、ご協力を得ながら定住

施策を推進してまいります。

○「成果を重視した行政改革の推進」

　第５次行政改革大綱に基づく『量から質への転換を

目指した「しごと・ひと・しくみ」の改革』を推進し、

町民皆様に満足いただける行財政運営が図られるよう

努めてまいります。

　また、多様な行政需要への対応と各課の業務を最適

化するため、限られた職員数の中、役場組織の見直し

を行うとともに、役場内すべての業務の現況調査及び

第５章「住民と行政がともに考え、ともに築く、住みよい・住みたいまちづくり」

分析により、業務を可視化し、業務の効率化及び人的

資源の配分、抜本的な業務改革を行うための業務量調

査を実施し、新庁舎建設へ向け、ＤＸの推進を図って

まいります。

○「身の丈にあった健全な財政運営の推進」

　自主財源である町税が年々減少を続け、国や都へ財

源を依存している厳しい財政状況の中、各種事業の見

直し・再構築を図りながら、事業の実施にあたっては、

限りある財源を効果的、効率的に執行し、身の丈にあっ

た健全で堅実な財政運営を推進するとともに、将来の

財政需要を見通し、引き続き、基金への積立及び活用

を計画的に行ってまいります。

　また、町税の収納率は、依然高い水準を維持してお

り、町税は減少傾向にあるものの貴重な自主財源であ

りますので、今後も収納事務の対策を緩めることなく、

自主財源の確保を図ってまいります。

▲森林セラピー専用ロード「香りの道」
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○「みんなでチャレンジする生涯学習のまちづくり」

　文化会館や図書館などは指定管理施設として、生涯

学習の拠点となっておりますが、さらなるサービス向

上に努め、適切に管理運営を支援してまいります。

　また、他地域や海外の人材と積極的に交流できる機

会を提供するため、友好交流を締結した神津島村での

洋上セミナーのほか、海外との交流として、オースト

ラリアへの海外派遣事業及びホームステイでの受け入

れ事業など、引き続き、実施してまいります。

第３章「町の中と外から関心を持たれる教育のまちづくり」

▲オーストラリアへの海外派遣事業

○「誰もが住みたくなる心かようまちづくり」

　これまでも住民と行政との協働によるまちづく

りを推進するために、住民が主体となったまちづ

くり活動への支援を行ってまいりましたが、引き

続き、住民がまちづくりへの参加ができるよう、

取組を行ってまいります。

　また、自然災害等への備えといたしまして、引

き続き、警察、消防及び東京都等の関係機関と連

携を図りながら、危機管理体制の強化に努めると

ともに、地域住民の安全・安心を確保するため、

災害時には、危機管理対応を果たす防災拠点とし

ての機能を持つ新庁舎の整備推進を目指してまい

ります。

○「自然とともに歩むまちづくり」

　町は、豊かな森林資源と水資源に恵まれ、町内全

域が秩父多摩甲斐国立公園に含まれていることから、

町の環境を適切に保全していくため、「ごみを減らす

１０アクション」など、ごみ減量化へ向けた取組を推

進し、環境に配慮した循環型社会の形成に努めるとと

もに、生活基盤として重要な役割を持つ道路の整備や

下水道への接続についての普及啓発活動、簡易給水施

設の安定的な維持管理を行ってまいります。

　また、地域の一斉清掃は、５月３０日の「ごみゼロ

の日」を中心に、環境美化活動として、住民皆さんに

ご協力とご尽力をいただいているところであり、引き

続き、美化活動の支援を行ってまいります。

　なお、観光ごみ対策では、新たな試みとして、観光

ごみ引き取り業務委託を進めてまいります。

第２章「やさしさ　ふれあい　人と自然」

　○「豊かな能力と強い心を育むまちづくり」

　各学校における施設や設備については、小中学校補

修工事や古里小学校屋外非常階段塗装工事など、児童・

生徒が健やかに教育を受けることができるよう教育

環境を整備いたします。

○「伝統と先進の文化・芸術にあふれたまちづくり」

　町内の郷土芸能を次世代に確実に継承するため、

引き続き、映像記録保存事業を実施してまいります。

　また、本年秋には、奥多摩郷土芸能祭を開催し、

各地域の貴重な伝統芸能を披露することにより、未

来へ向けて継承し、その魅力を町内外に広く発信し

てまいります。

▲平成４年１１月１日に開催された

　「第１回奥多摩郷土芸能祭」


